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東アジアにおける地質構造と炭化水素および金属鉱物資源

CCOPの亙DOE計画について(1u)一1

佐野凌一(海外地質調査協力室)

1.はじめに

IDOE(国際海洋探査10年)計画の地域プロジェクト

の1っとして東アジアにおける地質構造と資源との関

係を究明するため国連エスキャプ･アジア沿海鉱物資

源共同探査調整委員会(CCOP)およびユネスコ政府間

海洋学委員会(IOC)はCCOP-IOC共同作業グルｰ

プを設立し上記研究(SEATAR)計画を推進している.

筆者はこの研究計画を紹介するためCCOPのIDOE計

画について(I)としてSEATAR計画の発屋に至る経

緯と発足にあたって提起された基本的問題とを述べ(本

誌第261号)その(]I)において東南アジアにおける

地質構造の発達に関するプレｰトテクトニクス的解釈に

ついて紹介した(本誌第269号).このシリｰズを一応

完結するためここでは鉱物資源探査に対するプレｰト

テクトニクスの適用およびCCOP加盟国および協力国

により提案され実施されている研究計画について概略

を述べる.

プレｰトテクトニクスは主として地球物理学的な証

拠によって現在の地学的現象について確立された概念

であるということができるカミ過去の地質現象に対する

適用については多くの問題が残されている.地質学

者によるこの概念の理解も人によってかなり異恋ってい

ると思われることがある.したがってプレｰトテク

トニクスの立場にたった議論においても地質現象に対

して異存った解釈カミなされている場合がある.勿論

これはプレｰトテクトニクス的解釈に必要な事実の調

査が十分でないことにも関係カミある.

プレｰトテクトニクス概念にもとづく鉱物資源の生成

や分布に関する議論は既に多くの研究者により提起さ

れているがここでは詳細な議論はさけてこの分野の

著名な研究者の1人であるR0NA(1976)が国連本部

の天然資源･エネルギｰ･運輸センタｰにより刊行され

ている雑誌Natura1ResourcesForumの第1号に発表

した解説に従ってプレｰトテクトニクスがどのよう

にして鉱物資源探査の基本的な指針となりうるかを概説

することにしよう.むしろ非専門家を対象としたこの

解説ではRONAは基本的な概念のみを記述している.

既に筆者はこのシリｰズの(I)でCCOPのIDOE計

画の基本的な問題に関連していくつかの具体的な研究

を紹介したがここでより基本的な概念を述べておくこ

とは無駄では荏いと考える次第である.

プレｰトテクトニクスは探査法ではたいし普通の探

査法にかわるものでは粗い.それは既知の鉱床地帯

の延長や新しい鉱床地帯を予知する指針を示す既念を提

供し広域探査に対する戦略を指示するものである.

それは鉱物ポテンシャルのみこみのある地域の輪郭を
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プレｰトの基本的な運動
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示すが個々の鉱床を区別するほどの“分解能"をもた

狂い.通常水平のひろがりで数百mから数千mのオｰ

ダｰの個女の鉱床とプレｰトテクトニクスによって指

示される数百kmから数千k㎜の規模での鉱物ポテンシ

ャルのみこみのある地域とのスケｰルのちがいがこの

理論の有効性について意見のわかれるもととたっている.

重要な問題はこのスケｰルのちがいが本質的なもので

あるか一時的なものであるかということであろうと

思われる.プレｰトテクトニクスはその初期の段階

で地球的規模でプレｰトの相互作用を研究するために

大まか抵一般化や簡単化を行なった.しかし次第に

プレｰトの境界にそう地域的な特徴を認識するように放

りプレｰトテクトニクスが地域的枝探鉱の指針を与え

るようになった･現在の研究はプレｰトの相互作用の

か在り局部的抵特徴を取扱うようになってきているので

かなり限られた範囲での探鉱にプレｰトテクトニクスが

寄与することが期待される.巨大プレｰトの間にはさ

まれた多くの小さな要素か相互に作用しあ･･ている東

南アジア地域での研究はプレｰトテクトニクスは局部

的な探鉱への応用に対して貢献するものと考えられる.

個々の鉱床の探査は探査法または探査技術の問題であっ

てプレｰトテクトニクスの適用が個女の鉱床を対象と

する必要はないと考えられる.

2.プレｰトテクトニクスと炭化水素の探鉱

R0NAは炭化水素の探鉱に関して次のように述べてい

る.

炭化水素の根源となる有機物それを含有ナる天然の貯りゆう

層およびその液体またはガス成分を集中させるトラップが炭化

水素の集積に必要である.根源としての有機物が保存される

ような環境とは生命に対して有害たすなわち有機物が食料

となら放いようなところでありまた酸素が不足していて炭

化水素に分解されないところである.

プレｰトが生成される海嶺で恐らく石油の蓄積に好適次場所が

形成され深海盆での石油資源の可能性が考えられる.アフ

リカの大地溝帯のように大陸の下でプレｰトの境界がうまれ

かけているところでは大陸は2つに分裂し両側の部分は海

洋底拡大によって生成される新しいプレｰトに押されて互に分

離されそれらの間に海ができる.両側の大陸は海水の循環

をさまたげる障壁となり海水の蒸発カミ補給を上廻るならば岩

塩層が有機物とともに堆積する.両側の大陸地塊は移動を続

け囲まれた海は海洋と放り大陸のはしに接する海洋プレト

ｰは徐々に沈降して有機物と岩塩の層は堆積物にうずめられ

る.したがって有機物は炭化水素と妊り岩塩層は石油を

とらえるドｰム状の塊りと匁る.プレｰトテクトニクスによ

って海嶺のまわりの海洋底拡大によってうまれ囲まれた海

の段階を経て開いた海盆は炭化水素のポテンジャノレをもつと考

えられるようになった.

一方海洋プレｰトによって押されて移動した大陸塊

の周縁では地向斜が形成され岩塩ドｰムやその他の

構造力溌達し大西津型周縁部とよばれる.現在

の大西洋の周辺にその代表的な例がみられるが西太平

洋の縁海の周縁のいくつかの部分も大西洋型と考えられ

る.

大雨洋型周縁部が炭化水素の高いポテンジャノレをもつ

ことは既によく知られている.

次に海洋プレｰトが大陸地殻の下にもぐりこんでいるところで

は海溝島弧および縁海匁どがみられるがいくつかの点で

炭化水素の集積しやすいところがあると考えられる.篤1に

海溝および島弧は大陸や深海盆からの堆積物や有機物をとらえ

る障害物の働きをする.

第2に海溝や小海盆は海洋の循環を制隈し海水に酸素が縮

充されないで有機物が保存されるようにする.窮3に堆

積物の蓄積および海洋地殻のもぐりこみによる堆積物の変形の

結果として発達する地質構造は石油の集積のための貯りゆう

層やトラップを作りだす1

第4に海溝や縁海での地温の上昇は有機物の変換を促進す

る.酉太平洋の縁海は炭化水素の有望地域として現在探鉱

が行なわれている.現在では深海底の掘削は経済的ではな

いが海溝の地域は将来の探鉱の目標と匁るであろう.

多くの巨大油困や巨大ガス田は大陸プレｰトの内部に存在す

る.これらの盆地に集積した堆積物および有機物の性質は海

水準や気候に影響されこれらの条件はプレｰトテクトニクス

に関係している.現在の安定した大陸の内部でも過去には

プレｰトの境界であった場合もある.堆積盆地それ自身は大

陸地殻の上昇･沈降を含む地殻の垂直運動によって生成された

ものであるがこのような運動は必らずしもプレｰトテクトニ

クスによって説明されていなかった.しかし少なくとも大

陸周辺での堆積盆地の形成をプレｰトの相互作用による垂直

断層群や横ずれ断層灘で説明し｣:うとする傾向が強く匁ってい

る.

海洋プレｰトのサブダクションで特徴ずけられる大陸

周辺は太平洋型周縁部とよばれその構造は大西

洋型周縁部にくらべて複雑ではなはだしい断層運動や

福曲運動をうけている.太平洋型周縁部における石油

の探鉱は大西洋型周縁部にくらべておくれている.

MURP亘Y(1975)ば東南アジアの堆積盆地を現在の

プレｰ.トテクトクズ的要素に対する地理的関係に従って

次のよらに分類し走(第2図).

陸棚型(She1fa1)盆地一両側に大陸地殻のあるもので一般的

に基盤に支配された構造パタｰンカ溌達している､

大陸周縁型(Continenta1margin)盆地一片側に大陸地殻反

対側に海洋地殻のあるもので陸側から堆積が進み海側に及

んでいる.断面は非対象で堆積物は大陸起源の砂層物安

山岩質火山砂層物および焦または卓状地上につみあげられた炭

酸塩岩から茂る.堆積層の変形は圧縮および横ずれの相互作

用の結果である.

群島(ArchiPe1agic)型盆地一ほぼ平行な島弧系の間に形成�
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される海洋間島弧盆地複合体で焦石灰岩をともなう安山岩質

火山砕屑物が盆地の周縁相を特徴ずけるが一方盆地の中心

相は海底泥流堆積物をはさむ厚い火山砕屑物タｰビダイトの系

列を含む.構造形態はいちじるしく複雑である.

縁海(Marginalseas)型盆地一島弧間の海洋底拡大または

大陸周縁と新しく生じた島弧の間での海洋地殻のとりこみによ

って作られた小海盆であってコンティネシタル･ライズにタ

ｰどタイトか堆積がみられる.

これらの型の盆地のうち現在までに炭化水素の鉱床

カミ発見され開発された堆積盆地は陸棚型か大陸棚が

発達している部分に位置する大陸周縁型である.群島

型盆地の一部(フィリピン)では長年探鉱が行なわれて

きたが経済的な鉱床は発見されていない.

さらにR0NAおよびNEw亙AN(1976)は次のような

興味ある仮設を述べている.

陸上の産油地帯は空間的にプレｰトの境界に関係がないカミ時

間的にはこれらの堆積盆地の堆積層の発達は海嶺の可逆的

な容積変化の海水準に対する沢地球的な影響を通じて時間的

にプレ』トの境界に関係している.世界的放海嶺系の容積増

加は海盆の容量を減少させすべての大陸への海進と有機物

および貯りゆう層岩を含む堆積層の堆積とをもたらす.逆に

海嶺系の容積減少は海盆の容量を増加させすべての大陸から

の海退と石油の集積のためのトラップの生成をともなう広域

にわたる不整合の発達をもたらす.

世界的な海嶺系の可逆的な容積変化は数千万年の時聞的スケｰ

ルでおこったがこれは北アメリカの顕生代の層序において重

要な不整合面によってわけられる6つの堆積系列が存在するこ

とによって証明される.海嶺系の体積変化の堆積層序および

不整合に対する想定された関係は層序トラップの探鉱に有益で

ある.

筆者にはしかし大陸内部の堆積盆地がいかに過去

のプレｰトの境界に関係していたかを復元することの万

カミプレｰトテクトニクスの適用としては本筋であるよ

うに思われる.

欧米の主要荏石油会社はプレｰトテクトニクスの探鉱

への重要性を認識しその研究を推進してきた.それ

はこれらの企業が十分な研究スタッフを擁しているから

であると考えられる･先進石油企業は海溝を含む深海

底まで基礎的な調査を行ない豊富粧物理探査デｰタを

用いて研究を進めプレｰトの境界における地質構造の

発達についての研究においては企業の研究者カミ先導的

な立場に立っているということができる.

3.プレｰトテクトニクスと金属の探鉱

Ro蛆(1976)は金属の探鉱について次のように書いて

いる.

近年まで濃縮された金属の鉱床は海洋プレｰトが生成され

る海嶺には存在しないと考えられていた.海嶺で作られる岩

石は玄武岩で世界のすべての海盆の底に分布するこの岩石は

一様で経済的に興味のないものであるからであった.ところ

が2つの重大な発見がこの定説をくつがえした.

この2つの発見の最初は国際インド洋探査(1963-1665)に

参加した地球化学者による紅海底の合金属堆積物の発見である.

紅海はアフリカとアラビア半島を引裂くプレｰトの境界により

作られる海盆の開きはじめの段階にあると考えられる.

合金属堆積物は海面下約2,000mの深さにある紅海の長軸にそ

ういくつかの海盆に存在する.最大の海盆の堆積物の上部10

mのサンプリングによって平均して鉄29劣亜鉛3.4劣

銅1.3劣鉛0.1劣銀50ppmおよび金O.5ppmを含む乾燥

重量で8千万トンの堆積物が存在しこの金属の価格は2.5億

ドルと推定された(BIsc亘｡冊およびMAN肥I班,1969).勿論
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第2図

東南アジア第三紀堆積盆地の分類

(MURp且Y,1975)�
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第3図

プレｰトの境界と鉱床

(R0NAによる)

島弧の発達に伴う鉱床生成の詳細なモデ

ルは本誌第267号

(P.52～53第3図)参照

この評価は採掘と製錬の費用を考えていないのでこの合金属

堆積物が鉱床として価値があることを意味してはいない.

紅海の堆積物より含有量は低いがこのような合金属堆積物は

グラマｰチャレンジャｰ号による深深掘削計画(DSDP)によ

ってすべての深海盆で採取され合金属堆積物カミ海嶺でのプ

ロセスで作られることか確められた.

その第2は米国海洋大気庁(NOAA)のTAG(Trans

At1anticGeotraverse)プロジェクトによって1973年に発見

されたTAG熱水フィｰルドである.これは大西洋中央海嶺

上の緯度26“付近の少在くとも10平方kmの場所で種々の

金属に富んだ熱水カミ海底から湧出し5cmの厚さのほとんど純

粋な酸化マンガンの固体を沈澱している.現在の技術でマン

ガン層の下の岩石を調べることは不可能であるカミ経済的に重

要な鉱床である金属硫化鉱体が存在すると推定される.

海嶺での海洋プレｰトの生成にともなう鉱床のタイプはこの

2つの発見によって

11)合金属堆積物

(2)金属酸化物層

(3)金属硫化体

の3つであると結論される.これらの鉱床のタイプは熱水鉱

床すなわち熱水溶液からの金属の沈澱によって作られる鉱床

として共通の起源をもっている.

これらの3つのタイプの金属鉱床は海嶺にそって連続的に存在

せず好ましい条件がととのっているときのみ生ずるがその

場所は現在のところ確定することはできない.もし一度海

嶺で生成されればこれらの鉱床は海嶺で生成される海洋プレ

ｰトにともなわれてコンベアベルトで運ばれるように移動

する.したがってこれらの鉱床は海嶺からはるか遠くのし

かし海洋プレｰトカミ露出する場所で発見される.この海洋

プレｰトにともなう金属鉱床は鉱物の探査において長期的

および短期的な観点から意義がある.長期的には深海盆か

らの鉱物の採掘であるが技術開発が必要であり膨大底コス

トがかかるため現在稼行できる鉱床が枯渇したときのみ利用

できるであろう.短期的な意義は現在の技術で採掘可能な

陸上に海洋プレｰトの大き匁断片が発見されるという事実にも

とずいている.

プレｰトテクトニクスの鉱物探査に対する適用の第2の条件は

既存の大陸の鉱床分布地帯か大陸が分裂し海洋か海嶺のまわ

りの海洋底拡大によって成長するとき分割されて分離される

ことである.1つの大陸塊を横切る方向にのびる鉱床地帯の

位置に関する知識は大陸塊の分裂前の配置をはめえパズルの

ように再現すれば他の大陸塊の鉱床地帯への連続性を見出す

であろう.このような例として太西洋の両側の大陸での錫

金およびダイヤモンドの鉱床などカミよく知られている.鉱床

地帯か分裂した大陸の周辺や島弧を横切る方向に分裂の前に

生成されたところでは新しい鉱床の発見の可能性カミ存在する.

海洋プレｰトと大陸プレｰトとの境界の付近では既に鉱床の

探査および開発が進んでいるカミプレｰトテクトニクスによっ

てさらに鉱床未発見地域の組織的な探鉱計画をたてることが

可能である.プレｰトテクトニクスによれば海洋プレｰト

の衝上(オブダクション)ともぐりこみ(サブダクション)と

の2つの場合に対応して2つの基本的なプロセスによって鉱

床が生成される.

オブダクションの場合には1つのプレｰトの端カミ衝上し他の

プレｰトの上に覆いかぶさる.プレｰトテクトニクスではオ

ブダクションの構構は恐らく数100kmの長さで10kmの厚

さの海洋プレｰトの断片が深海底から追いたてられて陸上に出

現すると考える.この結果海嶺の付近で形成された前述の

3つのタイプの鉱床が陸上に露出し探鉱の目標となる.

この最も代表的な例は東地中海のキプロスのトルｰドス鉱床の

金属硫化鉱体であり西太平洋周辺の火山島弧にそっても海洋

プレｰトの断片(オフィオライト)が露出している.このよ

うな露出は金属探鉱上重要な意味をもつ.

サブダクションの場合には非鉄金属･貴金属･鉄および鉄合

金金属の既知鉱床の大部分がプレｰトの境界にそって大陸

または島弧に存在する.海嶺で作られた海洋プレｰトが大陸

プレｰトの端に遭遇すると一般的には前者は後者より重い

ため大陸の下にもぐりこむ.海洋プレｰトの岩石は下降中

に徐々に上昇する温度および圧力の下で含有する金属を溶

出する､海洋プレｰトから溶解した溶融した岩石およびそ

の他の液体･ガスは上部の大陸プレｰトの中を上昇しさらに

金属を溶解して地球表面に噴出し西太平洋周辺の火山島弧や

南アメリカの西端のアンデスのよう次火山脈を形成する.

金属は岩石の固化の一次的恋プロセスによりまた固化後の

二次的なプロセスによって火山弧や火山脈のなかに鉱床とし

て濃縮される.

R0NムおよびNEwMムN(1976)は酉太平洋地域の鉱物

分布について次のように要約している.�
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画太平洋地域において貴金属の鉱床はプレｰトの境界に位置

する日本フィリピンおよびインネドシア等の島弧に存在しま

た活動的なプレｰトの境界から分離された東アジアやオｰス

トラリアにも存在する.海洋プレｰトが並列に存在し島弧か

発達してないようなところたとえばフィリピン海の東側やニ

ュｰジｰランドとサモアの間では貴金属の鉱床は発見されてい

ない.

非鉄金属の鉱床ももぐりこむプレｰトの境界にそう島弧で発見

された.微量の蒼鉛およびモリブデンを伴う錫タングステ

ンおよび螢石の鉱床はアラスカおよびアジア大陸の東縁にそ

う中生代の花開岩類や酸性噴出岩が卓越する地帯に存在する.

非鉄金属はまた活動的匁プレｰトの境界から分離された東アジ

アやオｰストラリアにも存在する.

海嶺の頂点でのコアリングや深海掘削によって頂点からは放

れたところで回収された堆積物のサンブノレは太平洋海盆の玄

武岩を直接覆っている堆積物の衣かにひろく非鉄金属の濃縮さ

れていることを明らかにした.これらの金属はアンチモニｰ

銅鉛水銀および亜鉛で錫は放い.非鉄金属の濃縮が玄武

岩上の基底珪積物にかぎられるという発見は海嶺における海

洋底拡大による玄武岩の生成の直後に金属の濃縮がおこること

を意味している.

鉄および鉄合金元素の鉱床はやはりプレｰトの境界にそう

島弧および活動的泣プレｰトの境界から分離された東アジアや

オｰストラリアに存在する.また海洋プレｰトが並列的に

存在し島弧の発達がみられないプレｰトの境界には存在しない.

いろいろなパｰセンテｰジでマンガン銅ニッケルおよび

コバルトを含む団塊は太平洋の海底の約3分の2にわたって存

在する.銅およびニッケル含有量が異常に高く(1.5-2,0%)

分布面密度が高い(海底の20-50%)団塊の地域は東西太平

洋をまたいで緯度5｡一20.Nの範囲にひろカミっている.団

塊の全般的枚分布も濃集した地域もプレｰトの境界とは関係が

ない,

アルミニウムベリリウムリチウムおよびチタンなどの軽金

属の鉱床は熱帯風化のプロセスによって大陸の花陶岩から

二次的に濃集されたものであってみかけ上プレｰトの境界と

は関係が放い.しかし風化のプロセスを決定する気候は大

陸の地理的位置に関係しこれは大陸移動に支配される.

このように太平洋型周縁部の金属鉱床の分布の研究

が進んでいるがRo肚およびNEUMムN(!976)は環

太平洋地域の鉱物分布の特徴と太平洋プレｰトのサブダ

クションの速度との関係に注目して次のように述べて

いる.

太平洋周辺のサブダクションを伴うプレｰトの境界での貴金属

非金属鉄および鉄合金金属の鉱床分布を説明する1つのモデ

ルを次の諸概念にもとづいて提出する.

(1)ベニオフ･ゾｰンの傾斜は海洋プレｰトのサブダクショ

ンの速度に逆比例する(LUY酬DYK,1970).

(2)縁海盆はベニオフゾｰンの傾斜が約35｡をこえるところ

で発達する.

(3)カルク･アルカリ安山岩質火山岩およびトｰナル砦(酸

性石英閃緑岩)質深成岩体は傾斜の急たベニオフ･ゾｰ

ン上に生成される(MlTcH肌L,1973).

(4)珪質火山岩および花陶岩質深成岩体は傾斜のゆるいベニ

オフ･ゾｰン上に生成される(MITc且肌,1973).

(5)サブダクションをとも匁うプレｰトの境界にそう鉱床の

中の金属は第一にベニオフゾｰンにそって下降する

海洋プレｰトおよび大陸プレｰトから供給される(SAw･

K㎜s,1972;SILmOE,1972).物質の起源としてのマ

ントルの役割の評価は定まっていない.

(6)ベニオフゾｰンにそって下降する海洋プレｰトから放出

される揮発性物質の性質と分量とは金属の抽出運般お

よび沈澱に影響する.

このモデルは東西太平洋周縁のプレｰトの鏡界にそう鉱床の分

布を次のように説明する.

(1)海洋底拡大およびサブダクションの速度カ茎相対的に早い

場合にはベニオフ･ゾｰンが浅く珪質火山岩および

花南質深成岩体が生成される(第4図ab).珪質火

山岩の岩体の上部にホｰフィリイカツバｰ鉱床が生成さ

れ錫タングステン蒼鉛螢石およびモリブデンが

100200300400500K船

内南アメリカ現此

I1〔o

火アジア中世代未

倨�

��〰�〰
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倨�

500K榊

��

第4図

太平洋プレｰトの境界での鉱床生成モデル

(RoN且およびNEU肚N,1976による)

黒い海洋地殻の中の白抜きの部分は合金属

堆積物や塊状金属硫化物を矢印は上昇する

マグマそしてその点線部分は揮発性物質を

示す.

十:花開岩体

×:トｰナル岩体

PCu:ホｰフィリｰカッパｰ

Sn:錫

W:タングステン

F:螢石

Sb:アンチモニｰ�
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花闇岩の岩体中の下部に濃縮される.鍋は第一にベ

ニオフ･ゾｰンにそって下降する海洋プレｰトの合金属

堆積物および塊状成層硫化物鉱床から供給される.花

陶岩の一部に含まれる錫とそれに伴荏う金属は大陸地殻

により供給され(STERNおよびWτLL1E,1933)その分

泌は海洋プレｰトから放出された揮発性物質により促進

される.この例は現在の南アメリカおよび中生代後期

の東アジアである.

f2)海洋底拡大とサブダクションがおそい場合にはベニオ

フ･ゾｰンの傾斜カミ急で縁海が発達しカルク･アノレ

カリ火山岩とホｰフィリイカヅパｰ鉱床を伴なうトｰナ

ル岩が生成される(第4図｡d).カノレク･アルカ

リ岩と鍋は第一にベニオフ･ゾｰンにそって下降する

海洋プレｰトから供給される(JAKEsおよびW珊丁聰,

!972)1トｰナル岩質深成岩体と銅の一部は大陸または

島弧の地殻から供給される(Jム｡EsおよびWH1TE,19

��到���㌩�

(1)に述べた型の活動期間中に生成された花開岩質深成岩

体(第4図b)は浸食によって削りとられ錫とそれ

に伴なう金属を露出させる.縁海の発達(第4図｡

a)は大陸と島弧とを分離し東アジアやオｰストラリ

アと西太平洋の活動しているプレｰトの境界との間のギ

ャップを作った.この例は中生代末および現在の東ア

ジアである.

東インドネシアのスラウェシハノレマヘラおよび西イ

リアンはスマトラジャワおよび小スンダ列島に比較し

て第三紀の金属鉱化作用がいちじるしい.KATI乃I

(1975)はこれを太平洋プレｰトおよび印度洋プレｰ

トの海洋リソスフェアの性質の差異で説明できるであろ

うと述べているがそれは推定されたインド洋の相対

的におそい海洋底拡大の速度とスマトラおよびジャワ

前面のベニオフ･ゾｰンの急激祖傾斜にあらわれている

とみることができる.

最後に太平洋周辺の花開岩類に伴う鉱化作用の研究

についてふれておこう.環太平洋地域にはプレｰト

の活動に伴う花筒岩類がほぼ連続的に大陸周辺および

島弧に露出しているがそれに関係する鉱床は限られた

分布を示したとえば錫鉱床は太平洋の東側に乏しく

西側でも朝鮮半島には知られていない.ホｰフィリィ

カッパｰ鉱床は東側のアメリカ大陸ではほぼ連続的に分

布するのに対して西側ではソロモン群島からフィリ

ピンまで知られている添その以北では発見されていな

い.

石原(1975)は各地の試料の地球化学的研究にもと

ずいて花南岩類は酸化性と環元性との2種類にわけら

れ前者がホｰフィリイカッパｰ鉱床後者が錫鉱床を

もたらしたことを提案し構成鉱物の組合わせ主成分

元素および微量成分元素について両者の差異を明らかに

しこれらの岩体のもとであるマグマの発生について考

察した.この研究が東アジア地域において組織的に実

施される柱らば鉱床分布の予測に貢献するととも2

種類の花闇岩類の連続性と配列の検討により地球化学

的資料によ､る島弧や縁海のプレｰト･テクトニクス的発

達吏の研究に寄与するであろう.
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